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講演題目 

難病療養者を対象とした災害支援における訪問看護の有効性に関する分析的観察研究 

研究の目的、成果及び今後の展望 

【目的】医療依存の高い避難行動要支援の対象者である難病療養者を対象とした災害支援にお

ける訪問看護の有効性の評価を行うことを目的とする。難病は原因不明で治療法未確立の希少

性の疾病であり、そのケアや対応が「知られていない」ことが大きな課題であり、各地におけ

る支援ネットワークの形成が長年の課題となってきた。近年は災害時の支援が大きな課題とな

っており、平時からのネットワーク形成が喫緊の課題である。そこで、本年度は、静岡県内の

訪問看護ステーションがカバーする範囲及び利用者が到達できる訪問看護ステーションの特定

に地理情報システム（geographic information system ; GIS）を用いて、需要供給バランス

を測定した。こうしたGISを活用した訪問看護ステーション間連携の可視化によって訪問看護の

有効性の評価を試みることは、難病療養者中心の災害支援ネットワーク形成に貢献できると考

える。        

【成果】本研究成果は、研究協力者である堀芽久美が成果を公表した1)2)。静岡県内において、

都市部でも未だ訪問看護需要に対する供給が不足しており、事業所の増加やスタッフの確保は

大きな課題といえる。なお、研究費はGIS解析に必要な研究環境整備に活用した。 

【今後の展望】次年度は、患者数の多い潰瘍性大腸炎、パーキンソン病、全身性エリテマトー

デス、クローン病、脊髄小脳変性症、筋萎縮性側索硬化症を対象とし、静岡市保健所の保有す

る難病療養者のデータを活用し、GISによる災害発生時における医療・看護・介護に関連するケ

アサービス利用の需要供給の予測を行う。 
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